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前
回
脱
線
に
つ
い
て
書
い
た
。
汽
車
一
号
が
汽
笛
一
声
新
橋
を
出
た
の
は
一
八
七
二
年
で
、
英
国
で
鉄
道

の
腕
木
式
信
号
機
の
特
許
申
請
が
一
八
四
〇
年
代
と
の
こ
と
。
鉄
道
は
自
動
車
と
異
な
り
、
操
舵
の
自
由
が

な
い
の
で
、
衝
突
を
避
け
る
た
め
、
一
定
の
区
間
内
に
一
台
の
車
両
し
か
存
在
で
き
な
い
規
則
を
定
め
た
の

で
、
あ
る
区
間
へ
の
進
入
を
制
御
す
る
た
め
、
初
期
段
階
で
腕
木
式
信
号
機
が
使
わ
れ
た
。 

 
 

こ
の
信
号
機
は
レ
ー
ル
脇
の
柱
に
現
在
の
信
号
機
と
同
じ
位
置
に
取
り
付
け
ら
れ
た
横
長
の
板
状
の
構
造

物
よ
り
成
る
。
信
号
板
は
、
人
が
両
手
を
広
げ
て
通
せ
ん
坊
を
す
る
よ
う
に
、
進
行
方
向
に
直
角
の
水
平
方

向
に
板
を
伸
ば
し
て
進
入
禁
止
を
表
す
。
板
が
水
平
位
置
か
ら
回
転
し
て
、
人
の
腕
が
両
脇
に
下
が
る
よ
う

な
形
に
回
転
さ
せ
る
と
進
入
許
可
に
な
る
。
駅
あ
る
い
は
信
号
所
と
ワ
イ
ヤ
で
結
ば
れ
て
い
て
、
人
力
で
ワ

イ
ヤ
を
引
っ
張
っ
て
腕
木
を
回
転
さ
せ
る
。
こ
の
信
号
機
の
優
れ
た
点
は
柱
か
ら
見
て
外
側
に
伸
び
た
板
の

反
対
側
に
、
板
の
重
さ
と
等
し
い
錘
が
つ
い
て
い
て
、
も
し
、
ワ
イ
ヤ
が
切
れ
た
場
合
に
板
は
必
ず
進
入
禁

止
を
表
示
す
る
。
重
力
が
無
く
な
ら
な
い
限
り
こ
の
原
理
は
働
く
。
汽
車
一
号
以
前
に
フ
ェ
ー
ル
セ
イ
フ
の

考
え
方
が
あ
っ
た
。 

  

う
ろ
覚
え
だ
が
、
戦
前
の
路
面
電
車
の
前
面
の
レ
ー
ル
に
接
す
る
下
面
に
金
属
の
Ｌ
字
型
の
枠
が
取
り
付

け
ら
れ
、
枠
の
内
側
に
網
が
張
ら
れ
て
い
た
。
滅
多
に
な
い
こ
と
だ
が
、
万
が
一
の
時
、
網
で
人
を
救
う
考

え
だ
。
そ
の
頃
に
比
べ
、
今
は
高
度
に
発
達
し
た
現
在
の
鉄
道
は
別
も
の
で
あ
る
が
、
走
行
の
基
本
原
理
は

変
わ
ら
な
い
。
安
全
に
係
る
心
構
え
は
常
に
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
が
大
切
だ
。
然
る
に
、
二
〇
〇
五
年
四
月

に
発
生
し
た
福
知
山
線
脱
線
事
故
は
曲
線
部
通
過
時
に
制
限
速
度
を
大
幅
に
超
え
て
脱
線
し
、
百
人
を
超
え

る
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
。
速
度
超
過
は
単
に
運
転
手
の
過
失
だ
け
で
な
く
、
会
社
の
安
全
管
理
不
足
が
あ

っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 被
害
者
を
中
心
と
す
る
団
体
が
『
組
織
罰
は
な
ぜ
必
要
か
』
と
い
う
出
版
物
を
だ
し
、
Ｊ
Ｒ
西
な
ど
の
法

人
組
織
の
責
任
を
規
定
す
る
新
規
な
法
体
系
の
確
立
を
提
言
し
て
い
る
。
拙
著
の
場
合
の
「
直
下
地
震
の
脱

線
防
止
」
も
含
め
提
言
し
た
い
。 

  


